
プラン別施策の進捗状況と成果確認

プラン1．岡山駅を起点とする「OKAYAMAビッグプレイゾーン」の再開発

・岡山駅前広場への路面電車乗り入れを検討 ・コミュニティサイクル「ももちゃり」の増設

・千日前地区に新しい文化芸術施設(新市民会館)を整備することが決定 　(台数：232台→392台、ポート：17箇所→35箇所)

・ももちゃり(コミュニティサイクル)の運用拡大、自転車利用環境の向上、自転車走行環境を整備 ・岡山芸術交流Okayama art summit2016の開催

・西川の魅力賑わいづくり 　(来場者数：述べ234,136人)

・西川アゴラの設置、岡山大学、岡山市、まちづくり団体、地域の人が活用 ・歴史案内板「岡山歴史のまちしるべ」の設置(0基→63基)

・回遊性向上社会実験、さくらみち歩行空間を整備、石山公園を再整備 ・西川緑道公園筋の歩行者天国7回実施

・おかやま歴史のまちしるべ(歴史案内看板)を設置 　(未実施時：歩行者数239人→実施時平均2,711人)

・幻想庭園(後楽園・県管理)と連携した灯源郷(岡山城・岡山市管理)を開催

◎超小型モビリティの導入

◎岡山芸術交流Okayama art summit2016の開催

プラン2．「日本一子育てしやすいまち、女性が働きやすいまち・OKAYAMA」の創生

・育休退園の基準を見直す(生まれた子どもが満1歳になるまで、上の子どもが引き続き通園可能) ・保育利用者支援員の設置(0名→10名)

・待機児童の基準を見直す(第3希望まで利用調整したが入園できなかった方) ・保育園の受入れ枠の増(13,637人→15,281人)1,644人増

・こども医療費負担を軽減(通院費を小学6年生まで3割負担から1割に軽減) ・認定こども園の園数(市立0園→6園、私立0園→8園)

・民営化が遅れていた岡山市で、初の公立幼稚園民営化を発表 ・子ども医療費助成の拡充

・放課後児童クラブの質と量を改善(余裕教室の利用とプレハブ新築、支援員の負担軽減) 　(小学生通院分：3割負担→1割負担)

・岡山市学力アセス(学力向上に向け岡山市独自の学力調査)を実施 ・保育士の処遇が改善(月額約6,000円増)

・女性の再就職支援、創業セミナーを開催(女性の就労支援)

◎市独自の補助による保育士の処遇改善

◎公私立幼稚園の余裕教室を活用した一時預かり事業の実施

プラン3．岡山市内の多種多様な既存施設を活性化する「市民協働ネットワーク」の構築

・協働のまちづくり条例の普及促進(推進委員会の設置、協働推進員の配置、推進計画の策定) ・改訂「岡山市協働のまちづくり条例」の施行による効果

・連携中枢都市圏の形成(周辺8市5町の連携、協約を締結、都市圏ビジョンを策定) 　モデル事業支援(0件→24件：1944万円)

・新総合計画の長期構想策定に伴う「若者100人ワークショップ」の開催 　ニーズ調査の事業化支援(0件→3件：128万円)

・コンビニ収納の拡充(1種類→4種類)、コンビニ交付の開始 　協働による取組に向けたマッチング件数(0件→51件)

・「ごみ分別アプリ」の運用開始 　実際の取組につながった件数(0件→18件)

・「被災者台帳システム」の導入 ・開設したアプリ(0件→2件)

◎大学生まちづくりチャレンジ事業の実施 ・岡山連携中枢都市圏形成による連携施策(0件→20件)

◎事業継続計画(BCP)の策定 ・コンビニ収納(1種類→4種類)

・コンビニ交付(0種類→3種類)
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